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加入者

「納めた保険料」や「受け取る年金額」などの年金記録

①年に一度、直近1年間の
年金記録が送られてくる

※「ねんきん定期便」

②インターネットでいつ
でも前月までの年金記録
を見ることができる

※「ねんきんネット」
（自宅のパソコンで確認）

③請求すればいつでも前月
までの年金記録が入手
できる

※「ねんきんネット」
(一部の市区町村･郵便局の窓口で交
付、コールセンターへの電話一本で
自宅へ郵送(23年秋実施))

年金記録提供サービスの概要（１）

日本年金機構

加入者・受給者
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年金記録提供サービスの概要（２）

特性頻度 対象者

年１回
誕生月に送付

被保険者
（節目年齢を除く）

ご本人から
随時申し出

被保険者
・

受給者

２４時間いつでも
閲覧可能

節目年齢の被保険者
（３５、４５歳、５８歳）

郵
送

窓
口

コールセンター
③

年金事務所

市区町村
③

郵便局
③

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
自
宅
パ
ソ
コ
ン
）

ねんきんネット
②

ねんきん定期便
①

 インターネットでの情報提供のため、いつでも年
金記録を確認することができる。

 月次更新の年金記録を照会することができる。

 未加入・期間重複等、ご確認いただきたい記録を
色つきで表示し、注意喚起することが可能。

 ユーザIDの取得が必要

 204局の郵便局で「ねんきんネット」の記録の
交付を試行実施中

 約300の市区町村で「ねんきんネット」の記録
の交付を実施中

 社会保険オンラインシステムで管理している直近
の年金記録を確認可能

 平成23年秋から「ねんきんネット」の郵送対応
を実施

 直近１年分の年金記録を毎年度郵送

 全期間の年金記録を節目年齢に郵送

電
話

（
郵
送
）

（注）①～③は、前ページの①～③に対応している。

（注）
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年金記録提供の経緯について（１）

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

平成19年12月～20年10月

年金個人情報提供システム
（平成18年3月～平成23年2月）

ねんきん
ネット

ねんきん定期便
（平成21年4月～）

ねんきん
特別便

平成23年2月～

35歳
通知

58歳通知
（平成16年3月～19年11月）

平成19年3月～19年11月
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年金記録提供の経緯について（２）

○平成16年 3月 年金受給が近づいた58歳到達者に対して、事前に年金記録を送付することで年金の手続きに要する期間を

短縮することを目的として、58歳通知の送付を開始。

○平成16年 6月 平成16年改正法において、平成20年4月から「厚生労働大臣は、年金制度に対する国民の理解を増進させ、

及びその信頼を向上させるため、厚生労働省令に定めるところにより、被保険者に対し、当該被保険者の保

険料納付の実績及び将来の給付に関する必要な情報を分かりやすい形で通知する」こととされた。（ねんき

ん定期便）

○平成18年 3月 国民サービスの向上や相談窓口の混雑緩和を図るため、インターネットを活用した年金個人情報の提供サ

ービスを開始。（年金個人情報提供システム）

○平成19年 3月 「ねんきん定期便」の前倒しとして、老齢基礎年金の受給に必要な25年の保険料納付期間を確保すること

ができる35歳到達者に対して年金加入記録の送付を開始。（35歳通知）

○平成19年12月 年金記録問題への対応として「5000万件」の名寄せの結果、記録が結び付くと思われる方に対し「ねんき

ん特別便」を送付し、平成20年4月からは、その他すべての受給者や加入者全員に対しても「ねんきん特別便」

を送付。

○平成21年 4月 すべての加入者に対し毎年誕生月に「ねんきん定期便」の送付を開始。

○平成23年 2月 年金記録問題の再発を防止するため、受給者や加入者の方々がいつでもご自身の年金記録を確認できる環

境として、「ねんきんネット」サービスを開始。
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「ねんきん定期便」の概要（１）

年金制度に対する国民の理解を深め、信頼を確保するため、国民年金法及び厚生年金保険法に基づき、被保険者の方に、毎年、
誕生月に保険料の納付実績や将来の給付に関する情報提供を行う。目的

根拠規定等
 国民年金法 第１４条の２、厚生年金保険法 第３１条の２
 平成２０年６月２７日開催 年金記録問題に関する関係閣僚会議

通知する情報

① 年金加入期間

② 年金見込額（５０歳未満の方は加入実績に応じた年金見込額を、５０歳以上の方は「ねんきん定期便」作成時点の加入制度に

引き続き加入した場合の将来の年金見込額を提供）

③ 保険料の納付額

④ 年金加入履歴

⑤ 厚生年金の期間の月毎の標準報酬月額、賞不額、保険料納付額

⑥ 国民年金の期間の月毎の保険料納付状況

※節目の年齢（３５歳、４５歳及び５８歳）の方には全期間を、その他の年齢の方には直近の１年間の年金加入記録及び保険料納付状況を
お知らせ。なお、平成２１年度においては、すべての方に全期間の年金加入記録及び保険料納付状況をお知らせした。

事業実績

 平成２１年度においては、記録問題の解決のため、全加入者に対し個々人の全加入期間のデータをねんきん定期便で送付し、その結果、
１４２万人の方から年金記録の調査の申し出をいただいたところ。

 平成２２年度より、節目年齢（３５，４５，５８歳）の方に、全加入期間の記録を送付。節目年齢以外の方には、直近
の１年分の記録を送付。

 インターネットサービスの活用による郵送からネットヘの移行
今
後
の
予
定

課題

対応

 平成２３年度の郵送による定期便を活用して「ねんきんネット」のユーザＩＤ・パスワードを取得するための「アクセスキー」を
配布し、全加入者にユーザＩＤの取得を促す。

 平成24年度以降、「ねんきんネット」のユーザＩＤ取得者に対し、「ねんきん定期便」の電子版を送付

送付実績

平成２１年度 ６，６７３万件

平成２２年度 ６，６１０万件

平成２３年度（予定） ６，５２３万件
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調査依頼

　　　　ねんきん定期便
　　　　　（誕生月に送付）
　　　　　※

日本年金機構

記録のお知らせ

確
　  

認

お客様
（年金制度に加入中の方）

調査結果のお知らせ

調査票

調
査

！開封前にあて名をご確認ください。お届け先のご住所に、現在、受取人の方がお住まいでない場合には、お手

数をおかけいたしますが、「誤配」、「転居した」等を封筒に記載いただき、開封せずにそのままポストに投函ください。

ねんきん定期便・
ねんきんネット
専用ダイヤル

０５７０－０５８ー５５５

ねんきん定期便に関する
お問い合わせ

（記録に誤りがある場合）

（内容に質問がある場合）

ねんきん定期便の概要（２）

※ 将来的には、郵送に代えて、インターネットを通じた通知を可能とすることを検討中。
２３年度には、ねんきんネットのユーザＩＤ・パスワードを取得するためのアクセスキーをねんきん定期便で配布。
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電子版の「ねんきん定期便」に係る年金記録の提供について（案）

① ＩＤ取得およびユーザの登録
アクセスキーによる即時発行 あるいは、郵送によるＩＤ発行により、
「ねんきんネット」のＩＤを取得し、ユーザ登録を行う。

② 電子メールにより、本人意向の確認
今後、「ねんきん定期便」等の各種通知を電子的に送付する旨の電子
メールをお客様に送信する。

③意向登録を行う
「ねんきんネット」の意向登録画面において、意向登録を行う。
※ 本人が電子版か書面送付かを選択できることとする。
（当初画面は電子版を選択した形としておき、ご本人が書面送付を希
望する場合はチェック欄を変更する方式を想定している）

電子版の希望の場合

紙版の希望の場合

お客様

通知メールの送信
電子メールにて電子版のねんきん定期便の準備が整ったことをお客様に
送信する。

電子版「ねんきん定期便」のダウンロード
電子版(ＰＤＦファイル)のねんきん定期便をダウンロードする。

ねんきん定期便を郵送
誕生月に紙版のねんきん定期便が郵送される。

ねんきん定期便
（紙版）

機構本部

ねんきんネット

ねんきん定期便
（電子版PDF）
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「ねんきん定期便」の根拠規定（国民年金）

○ 国民年金法 第１４条の２
厚生労働大臣は、国民年金制度に対する国民の理解を増進させ、及びその信頼を向上させるため、厚生労働

省令で定めるところにより、被保険者に対し、当該被保険者の保険料納付の実績及び将来の給付に関する必要な
情報を分かりやすい形で通知するものとする。

○ 国民年金法施行規則 第１５条の２
法第１４条の２の規定による厚生労働大臣の通知は、次の各号に掲げる事項を記載した書面によって行うものと

する。ただし、厚生年金保険法施行規則第１２条の２の規定による厚生労働大臣の通知が行われる場合は、この
限りでない。
一 次に掲げる被保険者期間の区分に応じ、それぞれ次に定める事項

イ 第１号被保険者としての被保険者期間 被保険者期間の月数、最近一年間の被保険者期間における保険料の納付
状況及び被保険者期間における保険料の納付状況に応じた保険料の総額

ロ 第２号被保険者としての被保険者期間（共済組合の組合員又は私学教職員共済制度の加入者としての期間を除く。
（次項第２号においても同じ。）） 厚生年金保険法施行規則第１２条の２第１項第１号から第３号までに掲げる事項
ハ 第３号被保険者としての期間 被保険者期間の月数
二 老齢基礎年金及び厚生年金保険法による老齢厚生年金の額の見込額
三 その他の必要な事項

２ 前項の規定にかかわらず、同項の規定により通知が行われる被保険者が３５歳、４５歳及び５８歳に達する日の属する年

度における同項の通知は、当該被保険者に係る同項各号に掲げる事項（最近一年間の被保険者期間における保険料の納
付状況及び厚生年金保険法施行規則第１２条の２第１項第２号に掲げる事項を除く。）のほか、次の各号に掲げる事項を記
載した書面によって行うものとする。
一 被保険者の資格の取得及び喪失並びに種別の変更の履歴（共済組合の組合員又は私学教職員共済制度
の加入者としての期間を除く。）
二 すべての第１号被保険者としての被保険者期間における保険料の納付状況並びに第２号被保険者としての
被保険者期間における標準報酬月額及び標準賞与額
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○ 厚生年金保険法 第３１条の２
厚生労働大臣は、厚生年金保険制度に対する国民の理解を増進させ、及びその信頼を向上させるため、厚生

労働省令で定めるところにより、被保険者に対し、当該被保険者の保険料納付の実績及び将来の給付に関する
必要な情報を分かりやすい形で通知するものとする。

○ 厚生年金保険法施行規則 第１２条の２
法第３１条の２の規定による厚生労働大臣の通知は、次の各号に掲げる事項を記載した書面によって行うもの

とする。
一 被保険者期間の月数
二 最近一年間の被保険者期間における標準報酬月額及び標準賞与額
三 被保険者期間における標準報酬月額及び標準賞与額に応じた保険料（被保険者の負担するものに限る。）
四 国民年金法施行規則第１５条の２第１項第１号（ロを除く。）に掲げる事項
五 国民年金法による老齢基礎年金（以下「老齢基礎年金」という。）及び老齢厚生年金の額の見込額
六 その他必要な事項

２ 前項の規定にかかわらず、同項の規定により通知が行われる被保険者が３５歳、４５歳及び５８歳に達する日の属する年
度における同項の通知は、当該被保険者に係る同項各号に掲げる事項（同項第２号に掲げる事項及び最近一年間の被保
険者期間における保険料の納付状況を除く。）のほか、次の各号に掲げる事項を記載した書面によって行うものとする。
一 国民年金法施行規則第１５条の２第２項第１号に掲げる事項

二 すべての国民年金法第７条第１項第１号に規定する第１号被保険者としての被保険者期間における保険料の納付状
況並びに被保険者期間における標準報酬月額及び標準賞与額

「ねんきん定期便」の根拠規定（厚生年金）
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「ねんきんネット」の概要について

[1]国民サービスの向上
自宅に居ながらにして、自分の年金記録の確認を可能とする。

[2]年金記録問題の解決
行政側からのアプローチ（紙台帳との突合せ等）に加えて、国民の側からの記録確認の主要ツールとする。

[3] 年金業務の効率化
各種通知を電子化するなど業務の効率化を行う。

目的

根拠規定等
 厚生労働大臣が定める「日本年金機構が達成すべき業務運営に関する目標」（中期目標）における「常に年金記録が確認できる仕組みによる加入

情報の提供」の実施

通知する情報

 ねんきん定期便とほぼ同等の情報を提供
① 年金加入期間 ② 年金見込額 ③ 年金加入履歴 ④ 厚生年金の期間の月毎の標準報酬月額、賞不額、保険料納付額

⑤ 国民年金の期間の月毎の保険料納付状況

※ 「保険料の納付額」は平成２３年秋に対応。

 「ねんきんネット」を相談窓口やコールセンターと並ぶ業務の柱とするための利用者の拡大及び機能の拡充

今
後
の
予
定

課題

対応

〇 年金事務所における対応
• 年金の新規裁定等で来訪されたお客様に「ねんきんネット」のID取得をお願いする。（パンフレットの交付等）
• 求めに応じて、ご本人の「アクセスキー」の発行を可能とする。（23年秋より予定）

〇 23年秋以降、①自分自身で年金見込み額の試算、②５万件の国民年金の死亡者の検索が可能となることから、50歳台～60歳台
の退職準備世代など、単なる記録確認以外のニーズを持つ利用者層へのキャンペーンを実施

〇 合わせて、利用者のニーズに合った機能を追加

• 第３号被保険者丌整合期間の注意喚起

• 5000万件の未統合記録等の検索

• 電子版「ねんきん定期便」の実施

事業実績

 ユーザID発行数 約23万件

 インターネットへの照会件数 約41万件

※平成23年7月23日現在
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｢ねんきんネット｣サービスのポイント

１．いつでも、最新の年金記録が確認できます！

２４時間いつでも、「ねんきん定期便」よりも新しい年金記録を確認できます。今後「ねんきん定期便」をインターネットでお受
け取りいただくことも検討しています。

２．記録の「もれ」や「誤り」の発見が容易になります！

年金に加入されていない期間、標準報酬額の大きな変動など、ご確認いただきたい記録が、わかりやすく表示されています。

３．「私の履歴整理表」で記録の確認が容易になります！

画面の指示に従って、「私の履歴整理表」がご自宅で簡単に作成でき、年金記録の確認に役立ちます。

４．将来の年金額が試算できます！

「年金を受け取りながら働き続けた場合の年金額は」といった知りたい情報をご自宅でご覧になれるような機能を平成２３年
秋以降どんどん追加していく予定です。

「年金見込額試算」画面イメージ（平成23年10月末予定）「年金記録情報照会」画面イメージ
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